
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６月定例市議会は６月７日から２７日まで開

催されました。共産党市議団は議案質疑・

一般質問で切実な願い実現を求めました。 

家棟川エコ遊覧船 

議員定数削減の請願を不採択 
 
「市会議員定数の削減に関する請願」は反対多数で不採択とな

りました。本来、議員の役割は市政のチェックと多様な市民要求の
反映です。請願の削減理由では、「県下１３市の中で相当数過剰。
少数精鋭で資質向上が図れる」としています。人口３４万人の大津
市と５万人の野洲市を比較して多いと言う乱暴な議論。また、「議
員の資質向上」は議員の「多い」「少ない」では図れません。必要な
ことは議員が議員として役割を果たすことです。このことが市民の
中にある「議員定数への疑問」に応える上でも必要です。 

住民投票条例の施行を求め修正案を提
案しました   
平成２１年に制定された住民投票条例の施行を延長

（最長で平成２７年に）する条例改正が提案されました。

本来、目的をもって制定された条例は同時に行うのが原

則です。施行まで一定期間を置く場合は、市民への周知

と準備期間に限られるべきです。共産党市議団は、”施

行の棚上げ”ではなく、「現行条例通りの“３年以内”に施

行する」ための修正案を提案しました。 

 

６
月
定
例
議
会
は
東
消
防
署
建

築
契
約
、
住
民
投
票
条
例
の
改
正

な
ど
１７
議
案
が
市
長
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
共
産
党
市
議
団
は
、
更
な
る

施
行
延
期
と
な
る
住
民
投
票
条
例

改
正
案
に
反
対
。
そ
の
他
、
Ｂ
Ｇ
プ

ー
ル
の
３
歳
以
下
無
料
議
案
な
ど

１６
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。 

  

今
議
会
は
、
野
田
政
権
が
大
飯
原

発
再
稼
働
や
自
公
民
３
党
が
消
費

税
増
税
法
案
を
衆
議
院
で
強
行
す

る
な
ど
緊
迫
し
た
情
勢
の
も
と
で
開

か
れ
ま
し
た
。 

  

共
産
党
市
議
団
は
原
発
再
稼
働

に
対
す
る
市
長
の
政
治
姿
勢
を
質

問
し
、
市
民
の
命
と
安
全
を
守
る
立

場
を
求
め
ま
し
た
。
一
方
、
自
公
民

“
３
党
談
合
”
で
強
行
し
た
消
費
税

増
税
法
案
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
に

な
れ
ば
、
市
民
の
暮
ら
し
と
野
洲
経

済
は
一
層
疲
弊
し
ま
す
。
必
要
な
こ

と
は
消
費
増
税
で
は
な
く
、
無
駄
を

一
掃
し
、
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
原

則
に
し
た
民
主
的
な
税
制
で
す
。 

  

市
議
団
は
こ
の
よ
う
な
立
場
か

ら
、
子
ど
も
手
当
と
引
き
換
え
に

行
っ
た
年
少
扶
養
控
除
廃
止
に
よ

る
市
民
税
１・４
億
円
の
増
税
分
を
福

祉
施
策
に
使
う
べ
き
と
求
め
ま
し

た
。
暮
ら
し
が
本
当
に
大
変
な
時
で

す
。
引
き
続
き
、
暮
ら
し
を
守
る
市

政
の
実
現
へ
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
野
洲
市
議
会
議
員
団 

小菅六雄  比江６６８-３    （電話・ＦＡＸ）５８９－４９７１ 
野並享子  北野１-7-10   （電話・ＦＡＸ）５８７－０９８５ 
太田健一  近江冨士 2-11-25 （電話・ＦＡＸ）５８８－３１６９ 

市議団ホームページ 

http://www.yasusigi.net/ 
 

 市議団は市民の切実な願い実現へ５月１０日、滋賀県当局と交渉しま
した。県として原発からの撤退の立場に立つこと。防災計画の見直し、
福祉医療の充実、野洲養護学校のマンモス化対策、環境こだわり農業
の改善など４０項目です。引き続き、実現へみなさんとがんばります。 

切実な願いを直接交渉（５月１０日） 

野洲駅での「市議団ニュース」の配布や「大
飯原発再稼働やめさせよう」と対話を進め
福祉と防災の野洲市政へ全力です。 

「原発撤退、消費税増
税やめよ」と市民のみな
さんとがんばっています 



 ９月定例議会は、８月２８日から９月２１日の予定で開
催されます。ご意見やご要望をお気軽にお寄せください 

大
飯
原
発
か
ら
野
洲
市
ま
で
約

６０
㌔
。
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
近
畿
の
命
の
水
源
・

琵
琶
湖
を
汚
染
さ
せ
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
関
西
広
域
連
合
が
再
稼
働
を

容
認
し
、
野
田
政
権
は
「
暫
定
的
な

安
全
基
準
が
満
た
さ
れ
た
」
と
し
て

再
稼
働
を
決
定
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
福
島
原
発
の
事
故
原
因

が
究
明
さ
れ
て
い
な
い
、
再
稼
働
可

能
の
根
拠
と
し
て
い
る
「
暫
定
基
準
」

は
、
実
際
に
対
策
を
行
わ
な
く
と

も
、
関
電
が
「
計
画
」
さ
え
提
出
す

れ
ば
、
「
安
全
対
策
は
実
施
」
と
見
な

さ
れ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
事
故
の
際
の

避
難
計
画
す
ら
あ

り
ま
せ
ん
。
市
長
は

答
弁
で
、
「
安
全
対

策
や
再
稼
働
は
国

の
判
断
」
と
言
う
も

の
で
し
た
。 

 

子
ど
も
手
当
の
財
源
と
し
て
年

少
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
る
増
税
は
野
洲
市
で

１・４
億
円
に
も
な
り
ま
す
。
「
子
ど

も
手
当
は
減
額
。
増
税
だ
け
残

る
。
増
税
に
よ
る
財
源
は
子
ど
も

福
祉
に
使
え
」と
求
め
ま
し
た
。 

出
産
し
育
児
休
業
を
取
得
す
れ

ば
、
兄
弟
（
３
歳
未
満
）
は
退
園
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
年
度
途
中

の
退
園
と
な
れ
ば
、
こ
ど
も
同
士
の

関
係
が
絶
た
れ
ま
す
。
ま
た
育
休

明
け
の
年
度
途
中
の
入
所
は
困
難

で
す
。
「
保
育
の
継
続
と
希
望
者
全

員
が
入
所
で
き
る
体
制
が
必
要
」
と

質
問
し
ま
し
た
。 

 

答
弁
で
は
「
待
機
児
童
が
多
く
、

就
労
先
が
保
障
さ
れ
た
保
護
者
と

入
所
希
望
の
保
護
者
と
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
こ
の
よ
う
な
運
用
を
し

て
い
る
。
保
育
の
継
続
と
待
機
児
童

の
解
消
は
、
こ
ど
も
園
の
整
備
と
合

わ
せ
検
討
す
る
」と
述
べ
ま
し
た
。 

   

多
く
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
み

な
さ
ん
が
利
用
す
る
循
環
バ
ス
で

す
。
し
か
し
、
多
く
の
所
で
、
待
合

所
も
な
く
、
道
路
端
で
屋
根
も
な
い

所
で
待
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
「
交
通
安

全
上
も
危
険
で

あ
り
、
健
康
上

も
不
安
。
待
合

所
を
順
次
整

備
す
べ
き
」
と

求
め
ま
し
た 

  

平
成
２５
年
度
完
成
予
定
の
湖
南

市
〜
栗
東
・
名
神
イ
ン
タ
ー
ま
で
の

国
道
１
号
線
バ
イ
パ
ス
の
一
部
開
通

に
よ
る
、
近
江
富
士
団
地
６
区
と
県

道
交
差
点
の
渋
滞
解
消
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
答
弁
で
は
「
バ
イ
パ
ス

開
通
に
よ
る
交
通
量
増
加
の
影
響

は
無
い
と
考
え
る
が
、
関
係
部
署
や

公
安
委
員
会
と
協
議
し
て
、
希
望
ヶ

丘
か
ら
の
交
差
点
信
号
の
調
整
を

来
年
度
か
ら
文
体
事
業
団
を
解

散
し
て
直
営
の
方
向
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
職
員
の
給
与
等
の
待

遇
に
つ
い
て
訪
ね
ま
し
た
。
答
弁
で

は
、
「
プ
ロ
パ
ー
や
臨
時
・
嘱
託
共

に
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
行
く
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
文
化
体
育
は
基
本

的
に
儲
か
る
よ
う
な
事
業
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
行
政
と
し
て
「
力
を
注

い
で
行
く
」
と
の
事
で
、
今
後
の
取
り

組
み
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す 

図
る
」
と
の
こ
と

で
し
た
。
根
本
的

解
決
は
８
号
線
バ

イ
パ
ス
の
開
通
で

す
が
、
地
元
の
地

域
住
民
に
配
慮

し
た
計
画
を
進

め
る
べ
き
で
す
。 

 

太
田
健
一 

野
並
享
子 

小
菅
六
雄 

矢
野
隆
行 

梶
山
幾
世 

丸
山
敬
二 

西
本
俊
吉 

三
和
郁
子 

鈴
木
市
朗 

井
狩
辰
也 

市
木
一
郎 

坂
口
哲
哉 

立
入
三

千
男 

高
橋
繁
夫 

奥
村
治
男 

中
島
一
雄 

田
中
孝
嗣 

内
田
聡
史 

田
中
良
隆 

河
野
司
司 

市長議案及び議員提出の請願・意見書 提案者 共産党  野洲ネット 野洲新風クラブ 政 友 会 新政クラブ 

東消防署・防災センター建築契約（３件＝本体、電気、機械） 市  長 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

BG プールの３歳以下利用無料、体育館トレーニング室利用定期券新設 市  長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

住民投票条例施行を「３年以内」から「６年以内」に延ばす条例改正 市  長 ● ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

住民投票条例施行を「現行条例通りに施行する」ための修正案 共産党 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

市議会議員定数の削減（２名）に関する請願（元市会議員８名より） ３会派 ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ 

道路整備にかかる予算の確保を求める意見書 共産党 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 

大飯原発（３号機・４号機）の再稼働をしないことを求める意見書 共産党 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

秘密保全法制定に反対する意見書 共産党 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 〇 〇 

再生可能エネルギーの導入促進に向けた環境整備を求める意見書 公明党 ○ ○ ○ 〇 〇 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 〇 

「防災・減災ニューディール」による社会基盤再構築を求める意見書 公明党 ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ 

議 
 
 
 
 

長 

○ 

 

主な議案・請願・意見書の態度 
 

市長提案は主な議案、請願及び意見書は今議会に提出されたものを紹介しています。
「議員定数削減を求める請願」は、公明党・野洲新風クラブ・新政クラブが紹介議
員です 

公明党 

議会選出監査委員。

総務常任委員会委

員。議会運営委員会

委員。 

文教福祉常任委

員会委員。湖南広

域行政組合議員。 

環境経済建設常任委

員会副委員長。守山野

洲行政事務組合議員。 

議会広報委員会委員。 


